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１．はじめに 

土木と言えば、橋やダム、道路などの構

造物を思い浮かべますが、景観の維持管理

や堤防の除草作業もそのひとつと言えます。

何か協力をして物を作る事も経験を積むと

い意味では大切ですが、今ある環境を整え

る事も大切だと思います。 

 

２．除草作業 

本校では、至る所で草が繁茂しており、

お客様が来校される際を含め、景観として

はあまり良い印象は受けません。時期的に

も春先だったため、これからさらに草が生

えてくる環境であり、一斉に除草し景観を

整えようと取り組みました。下記の場所の

除草作業を行いました。 

①正門付近 ②化学科棟南 ③体育館北 

④寺岡記念館西 ⑤豊栄館東 ⑥本館東 

⑦機械科棟北西 ⑧機械科棟北駐輪場周り 

 

 

 

 

 

３．排水溝清掃 

 近年、異常気象という言葉をよく聞くよ

うになりました。その中でも、大雨による

被害が著しく、洪水や河川の氾濫等が各地

で起こっています。本校では、長い年月を

かけて排水溝に泥やゴミが溜まっており、

水の流れが大変に悪く、駐車場の一部では

雨が降ると大きな水たまりができてしまう

箇所もあります。 

 

 

 

 

 

 

４．棚製作 

ＣＡＤ室のロール紙やコピー用紙の棚が

無いと思い、中島先生からの依頼もあり製

作をすることにしました。分かりやすくシ

ンプルなデザインで、かつ使いやすく出来

るだけ作りやすいものを考えました。 

４本の角材にコの字型の切り込みを１ヶ

所ずつ作り、天板で４ヵ所を釘で止め、コ

の字型にパネルをはめ込み完成させます。 

 

 

 

 

 

５．終わりに 

除草作業や排水溝の清掃は、橋やダムな

どの土木構造物の建設に比べ、比にならな

いくらい地味な仕事です。やってもものす

ごく感謝されるわけでもないですが、誰か

がやらないと誰かが困ると思います。目に

見えて素晴らしい構造物を造るだけではな

く、そういった地味な取り組みが、「もしも」

の時に誰かの命を救うかもしれません。私

達は、誰かが全うした仕事のおかげで生き

ていることを忘れてはいけません。 


